























象を広げる方向へと移行してきた（Gipps, 1994）。また，Black & Wiliam（1998a）の「Assessment 
and Classroom Learning」や Black & Wiliam（1998b）の「Inside the Black Box」の公表以降，アセ
スメントのパラダイムシフトが世界的に提唱されるようになり，数学教育の研究でも，ICME-13
（13th International Congress on Mathematical Education）において，形成的アセスメントは中心的
























　そこで，第1著者は，WALS2018（The World Association of Lesson Studies International Conference 






























































































































因子1 因子2 因子3 因子4 因子5
20 .669 -.025 -.131 .009 -.123
24 .644 .140 .142 -.026 -.059
12 .578 -.015 .001 -.034 .349
27 .536 -.228 .163 .101 .044
23 .512 .282 .246 .026 -.083
17 .483 -.283 .053 .082 .061
19 .475 .116 -.075 -.060 .061
16 .474 -.109 -.332 .046 -.279
26 .464 -.028 .010 -.068 .036
25 .445 .128 .004 -.009 .012
22 .131 .772 -.045 -.048 -.129
07 .034 .617 -.071 .050 .016
18 .023 .561 -.068 .057 -.171
04 .000 .440 .195 -.037 .124
10 .181 .031 .896 .069 -.081
09 -.007 .154 .739 .127 .056
05 .194 .071 -.424 .126 .030
01 -.120 -.062 .009 1.021 -.019
02 .012 -.007 .082 .710 .126
13 .112 -.055 .046 .174 .780
11 -.033 -.102 -.089 .147 .647
08 .042 -.037 .077 .067 .609































因子1 因子2 因子3 因子4 因子5
.69 .71 .70 .71 .70
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因子1 因子2 因子3 因子4 因子5
因子1 1.000 -.021 -.267 .329 .308
因子2 1.000 .485 -.191 -.371








の内訳は，生徒会所属の生徒（N ＝142）とそうでなない生徒（N ＝50），生徒会役員（N ＝44）とそう
でない生徒（N ＝148），学級委員経験者（N ＝56）とそうでない生徒（N ＝136）となる。その結果，
質問項目15と質問項目22，質問項目26，質問項目27について母平均に有意差が得られた。





立な2群の t 検定を実施したところ，0.1% 水準で有意差が得られた（t（119.4）＝4.03，p<.001，
d=.599（95%CI［.318，.961］））。
3. 4. 2 項目番号22「数学における意見の正しさは，先生が決めるものである」について
　学級委員経験者とそうでない生徒で，項目番号22の質問に対する母平均の差について，独立な2
群の t 検定を実施したところ，1% 水準で有意差が得られた（t（96.2）＝2.65，p=.009，d=.433（95%CI
［.103，.736］））。
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3. 4. 4 項目番号27「附属中の自治活動から学んだことは，授業にも影響している」について
　生徒会役員とそうでない生徒で，項目番号27の質問に対する母平均の差について，独立な2群の
t 検定を実施したところ，0.1% 水準で有意差が得られた（t（103.5）＝4.11, p<.001，d=.576（95%CI［.354，
1.054］））。
　また，生徒会所属の生徒とそうでない生徒で，項目番号27の質問に対する母平均の差について，



















































項目番号 項　　目 因子負荷 事　項
20 数学の授業中における意見の評価は，先生と生徒で与える。 .669 数学の授業
24 数学における意見の正しさは，先生と生徒で決めるものである。 .644 数学の授業
12 数学には，仲間との認め合いが必要である。 .578 数　学
27 附属中の自治活動から学んだことは，授業にも影響している。 .536 数学の授業
23 数学における意見の正しさは，周りの生徒が決めるものである。 .512 数学の授業
17 数学の授業は，生徒同士で作り上げている。 .483 数学の授業
19 数学の授業中における意見の評価は，周りの生徒から与えられる。 .475 数学の授業
16 数学の授業は，先生と生徒で作り上げている。 .474 数学の授業
26 附属中の授業には，附属の生徒としての振る舞い方がある。 .464 数学の授業
25 数学における意見の正しさは，自分自身で決めるものである。 .445 数学の授業
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徒の学びにとって有益とは限らず（Hodgen & Wiliam, 2006），生徒たちによって支持された意見を
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activity theory: CHAT）における集団的活動システム（collective activity system）のモデルで捉え
ることも検討していく必要があるだろう。なぜならば，重層的なアセスとフィードバックのループ
のプロセスにおけるクライテリアの構成も，Engeström（2001）における第三世代活動理論のため
の最小モデルとしての二つの相互作用活動システム（Two interacting activity systems as minimal 
model for the third generation of activity theory）で創出される目的（object）として解釈できる可能
性をもつからである。これらを明らかにしていくことが，今後の課題となる。
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 The purpose of this study is to verbalize and visualize the mechanisms within the gray zone 
where the multilayered feedback loop of self-activities outside the classroom fosters student 
agency in participating in classroom dialogue. There is a gray zone in Japanese classroom 
assessment, and uncovering the mechanisms within the gray zone provides clues as to the value 
of independent activities as an alignment for formative assessment. In this study, 192 second-
grade students at a junior high school affiliated with a national university in metropolitan area 
responded to a questionnaire survey on independent activities and mathematics classes, and the 
results were used to analyze their views. The results provide evidence for a system that fosters 
agency in classroom dialogue participation. By visualizing the system, it was found that there was 
a culture of evaluation in the independent activities.
Keywords： student agency, self-generated activities, formative assessment, feedback, culture of 
evaluation
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